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受け忘れた予防接種はありませんか？
問合先／健康課（健康福祉会館内） ☎42-8723
fax42-7521 kenko@city.kasai.lg.jp

予防接種名 回数 対象者（望ましい接種時期） 法的な接種可能年齢等

麻しん・風しん

混合（ＭＲ）

1 期 1 回 1 ～ 2 歳未満

2 期 1 回 年長児（H26.4/2 ～ H27.4/1 生まれ） R3.3/31 までに接種

水痘

初回 1 回 1 歳～ 1 歳 3 カ月 1 歳～ 3 歳未満

追加 1 回 初回接種から 6 カ月～ 1 年後
1 歳～ 3 歳未満かつ初回終了後
3 カ月以上の間隔を空けて接種

二種混合（DT）

（ジフテリア、破傷風）
1 回 小学 6 年生 11 歳～ 13 歳未満

日本脳炎

1 期初回 2 回 3 歳
3 歳～ 7 歳 6 カ月未満

1 期追加 1 回 4 歳

2 期 1 回 9 ～ 10 歳 9 歳～ 13 歳未満

特例措置

H12.4/2 ～ H19.4/1 生まれの方を対象に４回接種のうち不足分を 20 歳未満まで接種可
能。※接種間隔については要相談

H19.4/2 ～ H21.10/1 生まれの方を対象に 4 回接種のうち不足分を 13 歳未満まで接種
可能。※接種間隔については要相談

●接種方法／加西市指定医療機関（市ホームページ参照）

へ電話予約してください。

●接種費用／無料

●接種に必要な物／母子健康手帳、体温計、健康保険証

（本人確認のため）、予診票（予診票のない方は医療機関

または健康課にあります）

　　　気球をテーマにした絵画コンクールを開催！　作品を募集

●応募資格／小学 1 年生～中学 3 年生

●出品点数／ 1 部門につき 1 点

●募集期間／ 12 月 21 日（月）～ 1 月 21 日 ( 木 ) 必着

●部門／絵画、デジタル

●賞／加西ピースバルーン賞（気球クルー 1 日体験）

　　　モンゴルフィエ賞（気球搭乗体験）　他

●展示／アスティアかさい　2/14 ㊐～ 2/18 ㊍

●応募方法／

所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、作品の裏側に

貼付して応募　※詳しくは市ホームページをご覧ください。

●応募先／

気球の飛ぶまち加西推進委員会「絵画コンクール」係

加西市北条町横尾 1000（文化・観光・スポーツ課内）

☎ 42-8756　kikyu@city.kasai.lg.jp

テーマ　「夢の広がりを見せる気球」

　

「新病院を考える」ワークショップを開催

　市立加西病院では、現在、有識者や市民の代表からなる加西市新病院建設基本

計画策定委員会において、新病院の建設に関する基本的な計画を策定しています。

　加西病院の現状や取り巻く環境、新病院の基本的な計画について、より多くの

市民の皆さまにご理解いただくとともに、新病院が市民の皆さまに信頼される存

在として存続していくために、利用者である市民の皆さまにも一緒に考えながら

ご意見、ご提言をいただくため、5 回シリーズで市民ワークショップを計画しま

した。

・第 2 回：11/22（日）・第 3 回：12/6（日）・第 4 回：12/20（日）

・第 5 回：1/17（日）　※時間：13:30 ～ 15:30 ／場所：市民会館小ホール

▲意見を出し合う参加者たち
（第 1 回目の様子（11/8 実施））

問合先／ 加西病院☎42-2200
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　　フードドライブ　食品等の寄附ありがとうございました

　食品ロスを減らす活動「フードドライブ」を 11 月 10 日から 12 日にかけて初めて

実施しましたが、多くの市民の方よりお米（白米、玄米等）、お菓子、缶詰、調味料、

粉ミルクなどたくさんの食品等を寄附いただきました。ありがとうございました。寄

附いただいた食品等は、コロナ禍の影響により生活に困窮している方々に届けさせて

いただきます。●問合先／地域福祉課 ☎ 42-7520
▲寄附された食品等

11

加西病院のコーナー　 　                問合せ先　☎42-2200

市立加西病院の救急外来の現状について

　市立加西病院の救急の現状について、お話させてい

ただきます。

　ところで、今、行われている老朽化に伴う、病院建

て替えの議論の中で、市立加西病院を地域多機能型病

院として維持する方向性のもと、病床機能や規模など

について検討をすすめていますが、その一つとして、

令和 2 年 7 月に「市立加西病院に関する市民アンケ

ート調査」を行いました。そのなかで、“今後、市立

加西病院へ特に要望すること”では、夜間や休日の救

急が第一に挙げられています（図１）。

　近隣の病院合併により平成 26 年 10 月に北播磨総合

医療センターが開設、平成 28 年 7 月に加古川中央市

民病院が誕生し、また、2 年後にはりま姫路総合医療

センター（仮称）が開設予定など、医療環境に変化は

起きています。しかし、そのような中にあっても、救

急の役割は重要で、その件数の推移をみても、大きな

減少はありません。今後とも、加西市民の救急に力を

注ぎ、前述の 3 病院と救命救急センターを有する県立

加古川医療センターも含めて、救急の面でも連携をは

かっていきたいと思います。　　　　（院長　生田　肇）

　加西消防からの救急受入要請と受入件数（一般外来

での受入件数を含む）では、年間 1,100 件以上の要請

がありますが、その約 90％を受け入れています（図 3）。

今後、市立加西病院へ特に要望すること

図 1：2020.7　『市立加西病院に関する市民アンケート調査』より

夜間や休日の救急

予防医学から高齢者医療まで幅の広い医療を行う病院

一般的な（平均的）な機能を持った病院

より重い疾患を扱える病院へ簡単に紹介してくれる病院

生活習慣病など長期治療を必要とする疾患に対応した病院

在宅復帰をあらゆる面でサポートしてくれる機能の充実

専門の疾患に特化した病院

かかりつけ医への紹介時の円滑な対応
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図 2：救急外来件数の推移と救急車来院数の最近 10 年間の推移
うち救急車救急外来件数
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図 3：加西消防からの救急受入要請と受入件数の最近 5 年間の推移
受入件数受入要請
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　救急外来件数の推移と救急車来院数の推移では、救

急外来では年間 5,000 件以上診察しており、救急車来

院数では年間 1,000 例前後で推移しています（図 2）。


